
Barbara Lison, IFLA President

図書館とSDGs：
IFLAの支援、図書館の取組



IFLA 
「国を超えた図書館の声」

「国を超えた図書館のための声」

Barbara Lison, IFLA President



図書館・情報サービスと利用者の
利益を代表する
主導的な国際機関
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Barbara Lison, IFLA President

IFLA



IFLA本部 + 地域オフィス+ 言語センター
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IFLA 本部
地域オフィス
言語センター



• バーバラ・リゾン、ドイツ: 
IFLA会長 (2021 – 2023)

• 事務局長:
ジェラルド・ライトナー、オーストリア

IFLAのリーダーシップ

Barbara Lison, IFLA President
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IFLAの機構

Barbara Lison, IFLA President

運営理事会



IFLAの機構改革

Barbara Lison, IFLA President

3.3

Empower the 
field
at the 

national and 
regional 
levels 

地域における活動強化の要望に対応 3.3
国レベル及び
地域レベルで図
る、図書館界の

充実



IFLA運営理事会の新体制

IFLA
と世界の各地域

Barbara Lison, IFLA President

運営理事会

地域評議会 専門評議会

地域部会

アジア太平洋
欧州
ラテンアメリカ・カリビアン
中東・北アフリカ
北米
アフリカ



IFLAと世界の各地域

Barbara Lison, IFLA President

地域評議会

地域部会

アジア太平洋
欧州

ラテンアメリカ・カリビアン

中東・北アフリカ

北米

アフリカ



• グローバル・
ビジョン
2018

• IFLA戦略
2019-2024

• 機構改革
2021

Barbara Lison, IFLA President

103本の柱
図書館と情報専門家に対するIFLAの新しいアプローチ



IFLA戦略
2019 – 2024
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Barbara Lison, IFLA President

つなげる

啓発する

参加させる

可能性を与える



4つの戦略方針
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3

図書館界をつなぎ
強化する

4

私たちの組織を
最適化する

1

図書館の声を
世界に広げる

2

専門家としての
取組を啓発・
拡張する

Barbara Lison, IFLA President



戦略方針 1

図書館の声を
世界に広げる

Barbara Lison, IFLA President



私たちは、図書館界で優先されるべきことに耳を傾け、理解
し、世界レベル及び地域レベルで図書館及びその価値を
提唱することでメッセージを広めている。

私たちIFLAは、図書館が共通の開発目標を達成するために
必要不可欠なコミュニティの財産として認識され、支持され
ることを確実にする必要があり、重要な政策について洞察力、
自信そして権限をもって発言する。
私たちIFLAは、国際機関や国際会議の場で価値あるパート
ナーとしての強い存在感を確立する。

グローバル・ビジョン
鍵となる発見
活動 : 1, 4, 5, 6, 7, 9

戦略方針 1
Strengthen the 
Global Voice of 
Libraries

Barbara Lison, IFLA President

図書館の声を
世界に広げる



Strengthen the 
Global Voice of 
Libraries

1.3
図書館協会や図書館
と協働して、業務に関
する鍵となる法律及び
財政課題を明らかにし、
活動を提唱する

戦略方針1のための主な取組

1.2 
国際組織や

国際会議において、
価値ある
パートナー
としての

存在感を確立する

1.1 
持続可能な
開発目標を
達成できる
図書館の
パワーを示す

1.4 
知的自由や人権を含む、
オープンアクセスと図書館
の価値についての議論を
進め、世論形成を図る

実用的で知的な
リーダーシップの発揮

Barbara Lison, IFLA President

図書館の声を
世界に広げる



戦略方針 2
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専門家としての
取組を啓発・
拡張する

Barbara Lison, IFLA President



将来的な思考を通じて、また新しい有望なアプローチに
よって、図書館員を啓発する。IFLAは、基準、ガイドラ
イン、ベスト・プラクティスを通して図書館の発展を推し
進める。

コミュニティを育成し、行動の共有を促し、革新的なプロ
グラムや行動を支援するために必要なツールと資源を提
供する。
あらゆる形態の世界文化遺産を保護し、補強し、向上さ
せるために取り組む。それは、伝統があり、歴史があり、そ
の土地固有の、そして現代的な表現を含むものである。
.

17

Barbara Lison, IFLA President

戦略方針 2

2
専門家としての
取組を啓発・
拡張する
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戦略方針2のための主な取組

2.3
専門家としてのベス
ト・プラクティスを
促進する基準、
ガイドライン及び
その他資料の作成

2.4
図書館の業務を支援

するツールと
インフラの提供

2.2
図書館へ活力を与え
参加を促すための
質の高い活動、
情報及びその他
コミュニケーション
手段の継続的実現

Barbara Lison, IFLA President

2.1
専門性を啓発する

主要な
資源と資料の

作成、伝達、分配

2
専門家としての
取組を啓発・
拡張する



戦略方針2のための主な取組

Barbara Lison, IFLA President

2
専門家としての
取組を啓発・
拡張する

2.2
図書館へ活力を与え
参加を促すための
質の高い活動、
情報及びその他

コミュニケーション手段
の継続的実現

IFLAウェビナー
2019年、IFLAと持続可能な開発目標の課題は？



Barbara Lison, IFLA President
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Barbara Lison, IFLA President
21



すべての始まり…
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ミレニアム開発目標（MDGs）2000-2015

極度の貧困と飢餓の撲滅 初等教育の完全普及の達成 ジェンダー平等推進と女性の
地位向上 乳幼児死亡率の削減

妊産婦の健康の改善 HIV／エイズ、マラリア、
その他の疾病の蔓延の
防止

環境の持続可能性確保 開発のためのグローバルな
パートナーシップの推進



初期の成果
ミレニアム開発目標 2000-2015
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20億人超が清潔な飲み水を入手 HIV新規感染者数が40％減少

15年で極度の貧困が実質半分に 4300万人を超える子供が就学



これでは十分ではない!
2012年以降の新しいアプローチ

•一人でも多くの人にとってより良い世界になるように
という共通の願い

•全ての国連加盟国の参加
•主要なNGOやその他の市民社会団体との協働
•世界各地での公開討論会や地域協議会
•主要な目標とその達成方法について450万人超を
対象にした世論調査の実施

24
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これでは十分ではない!
2012年以降の新しいアプローチ



持続可能な開発目標(SDGs)に
向けたビジョン

持続可能な開発目標(SDGs)とは、すべての
人々にとってより良い、より持続可能な未来を
実現するための青写真である。貧困や不平等、
気候変動、環境悪化、平和と正義など、私たち
が直面するグローバルな諸課題の解決を目指す。
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https://www.un.org/su
stainabledevelopment/s
ustainable-
development-goals/



2015年における次のステップ
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持続可能な開発目標
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•人間（People）: すべての人々の福祉の充実
•地球（Planet）: 地球の生態系の保護
•繁栄（Prosperity）: 経済・技術の持続的成長
•平和（Peace）: 平和維持
•パートナーシップ（Partnership）: 国際協力の向上

これら5つは結びついている。
従って、SDGsの目標を達成するためには、
総合的で幅広い視野での思考と取組が必要。

最も重要な目標は5つのPに焦点をあてること:



持続可能な開発目標（SDGs）

2015年、国連加盟国は「持続可能な開発のための2030アジェンダ」と17の「持続可能な開発目標（SDGs）」を採択した。SDGsは、共通の目標に対する歴史
的でグローバルな注目を象徴している。 IFLAは、SDGsの推進において図書館界を活性化することで、図書館界を連携させ、社会における図書館の重要な役割を
示すというかつてない機会を得ている。
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SDGsにおける167のターゲットの例

30

https://www.un.org/
sustainabledevelopm
ent/sustainable-
development-goals/



Barbara Lison, IFLA President

IFLAは2012年から行動を継続

31
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IFLAは行動する

情報へのアクセスと開発に関するリヨン宣言

我々は、国連加盟国に対し、以下のことを要請します。持続可能な開発と民主主義社会の推進に必要な情報に誰もがアクセスでき、
それを理解し、利用と共有ができるようにすることを保障するため「ポスト2015年開発アジェンダ」を使うことを国際的に公約すること。

IFLAが最初に出した基礎となる文書
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2015年ニューヨーク国連本部で
IFLAは図書館のために行動する

IFLAによる活動のハイライト



IFLAは図書館のために行動する
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IFLA IAP
国際アドボカシープログラム（IAP）



IFLAは図書館のために行動する
•国連2030アジェンダの策定と更新のために、過去数年にわたり
幅広く交渉を行う。

• IFLAは2012年から国連アジェンダ2030の策定に関与し、
以下の課題に取り組んでいる :

•情報へのアクセスの確保
•文化遺産の保護
•一般的な識字率の向上
•情報通信技術（ICT）へのアクセス保障

35Barbara Lison, IFLA President



IFLAによる図書館の基本理念 :
情報へのアクセスによって、人々は以下のことが可能になる：
•市民権や政治的、経済的、社会的、文化的権利を行使すること
•新しいスキルを学び、応用すること
•意思決定をし、活動的で献身的な市民社会の一員であること
•開発課題に対する意思決定や解決策を決めることができること
•説明責任、透明性、優れたガバナンスと権利拡大を確保すること
•持続可能な開発の分野における公的・私的責任を推進できること

36Barbara Lison, IFLA President

IFLAは図書館のために行動する



IFLAは図書館のために行動する

https://repository.ifla.org/bitstream/123456789/246/1/sdg
s-insert.pdf

図書館は国連2030アジェンダ全体を推し進めることができる
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図書館
!!!

IFLAは図書館のために行動する

目標16.10 国内法規及び国際協定に従い、情報への公共アクセスを確保し、基
本的自由を保障する

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて
効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する
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IFLAは図書館のために行動する

指標及びモニタリング枠組み
持続可能な開発目標のためのデータ革命に着手

目標16.10 国内法規及び国際協定に従い、情報への公共アクセスを確保し、
基本的自由を保障する

提案された指標
93. 情報への権利に関する国内法及び/
又は憲法上の保障の存在と実施
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https://www.ifla.org/wp-
content/uploads/2019/05/assets/hq/topics/libraries-
development/documents/access-and-opportunity-
for-all.pdf

IFLA は図書館のために行動する

すべての人にアクセスとチャンスを
国連2030アジェンダに図書館はどう貢献するのか

SDGsのための
国の開発計画に図書館が
組み込まれるよう
今すぐ行動を！

※日本障害者リハビリテーション協会による仮訳版があります。
https://www.ifla.org/wp-content/uploads/2019/05/assets/hq/topics/libraries-
development/documents/access-and-opportunity-for-all-ja.pdf
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IFLAは図書館のために行動する

目標4. すべての人々への包摂的かつ公正な
質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を
促進する
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IFLAは図書館のために行動する
目標5．ジェンダー平等を達成し、すべて
の女性及び女児の能力強化を行う
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目標6．すべての人々の水と衛生の
利用可能性と持続可能な管理を確保する

目標7．すべての人々の、安価かつ
信頼できる持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

IFLAは図書館のために行動する
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IFLAは図書館のために行動する
目標14．持続可能な開発のために
海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で
利用する

目標15．陸域生態系の保護、回復、持続
可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻
止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
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https://www.ifla.org/wp-
content/uploads/2019/05/assets/hq/topics/li
braries-development/documents/libraries-un-
2030-agenda-toolkit.pdf

IFLA は図書館のために行動する

図書館と国連2030アジェンダの実施
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参加方法は？
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https://www.ifla.org/news/
ifla-ao-section-ifla-strategy-
libraries-and-the-un-sdgs-
in-the-asia-and-oceania-
region/

IFLA は図書館のために行動する

IFLAアジア・オセアニア分科会+IFLA戦略：
アジア・オセアニア地域における図書館とSDGs
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『自発的自治体レビュー』における図書館



Barbara Lison, IFLA President49

SDG自発的国家レビュー

自発的国家レビューとは何か、なぜ図書館は参加すべきか

自発的国家レビューとは、国連加盟国がSGDsへの自らの取り組み状況を報告する方法である

自発的国家レビューは、市民社会を含むすべての関係者（それゆえ図書館も）と協議の上で
作成される

自発的国家レビューは、図書館が開発に対する自らの貢献を明らかにし、新たな関係やパート
ナーシップを構築する機会であるイントロダクション

国連2030アジェンダは、持続可能な開発目標（SGDs）だけにとどまらない。進捗状況を把握するための施策やプロセスの構築にも大きく注力している。
本要約では、この主要な要素である、加盟国のSGDs達成に向けた進捗状況についての自発的国家レビューが、
図書館にとってどのような機会となりうるかを考察している。



Barbara Lison, IFLA President
50

自発的国家レビューにおける図書館
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文化なくして自治体の持続可能な発展はない
第4回UCLG（世界都市自治体連合）文化サミットに期待



Barbara Lison, IFLA President

世界の図書館マップSDGストーリー
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世界の図書館マップSDGストーリー



Barbara Lison, IFLA President

ドイツの図書館が取り組んでいるSDGsはどれ？
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https://www.ifla.org/
news/helping-every-
library-work-with-
the-sdgs-interview-
with-nathalice-
cardoso/



55

世界の図書館マップ

SDGストーリー

ブレーメン市立図書館、難民や新来者に職業訓練の機会を提供



啓発され
参加し
可能にし
つながろう

!!!
Barbara Lison, IFLA President
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THANK YOU 
FOR 

YOUR ATTENTION
!!!

Barbara.Lison@stadtbibliothek.bremen.de
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